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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｈ
Ｕ
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
３
７
７
２
Ｂ
Ａ

【
作
者
名
】

　
Ｆ
ｒ
ａ
ｎ
ｇ
Ｂ
ｅ
ａ
ｔ

【
あ
ら
す
じ
】

　
雛
見
沢
分
校
に
転
校
し
て
き
た
前
原
圭
一
。

そ
こ
で
聞
い
た
奇
妙
な
伝
説
。

“
オ
ヤ
シ
ロ
様
”
と
呼
ば
れ
る
存
在
が
い
る
こ
と
。

そ
れ
を
倒
す
“
鬼
”
と
呼
ば
れ
る
存
在
が
い
る
こ
と
。

“
鬼
”
と
“
オ
ヤ
シ
ロ
様
”
の
立
場
が
全
く
逆
転
し
た
世
界
。
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園
崎
魅
音
編

「
ど
、
ど
う
も
・
・
・
・
・
こ
の
学
校
に
転
校
し
て
き
ま
し
た
・
・
・
・
前
原

圭
一
で
す
・
・
・
・
」

そ
の
日
、
雛
見
沢
分
校
に
一
人
の
少
年
が
転
校
し
て
き
た
。
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－
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－
－
－

転
校
か
ら
１
か
月
後

「
圭
ち
ゃ
ん
～
ま
だ
こ
の
雛
見
沢
の
こ
と
わ
か
ん
な
い
で
し
ょ
？
？
」

「
あ
ぁ
。
ま
だ
学
校
と
近
く
の
商
店
街
ぐ
ら
い
だ
な
・
・
・
・
」

「
今
度
の
日
曜
さ
・
・
・
・
案
内
し
て
あ
げ
る
。
」

「
本
当
か
？
！
助
か
る
ぜ
！
！
梨
花
ち
ゃ
ん
と
か
レ
ナ
と
か
連
れ
て
行
く
か
？
」

「
い
や
・
・
・
そ
の
・
・
・
・
二
人
が
い
い
な
・
・
・
」

「
あ
・
・
あ
ぁ
・
・
・
わ
、
分
か
っ
た
・
・
・
」

１
か
月
に
し
て
こ
の
展
開
・
・
・
・
早
す
ぎ
じ
ゃ
ね
？
？

－
そ
し
て
早
く
も
日
曜
日
。
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「
お
待
た
せ
魅
音
！
！
」

「
遅
い
よ
～
圭
ち
ゃ
ん
～
」

「
悪
い
！
！
」

「
い
い
よ
。
大
丈
夫
。
」

「
サ
ン
キ
ュ
ー
。
・
・
・
・
そ
れ
に
し
て
も
魅
音
・
・
・
・
」

「
ん
？
ど
う
し
た
圭
ち
ゃ
ん
。
」

「
そ
の
服
装
・
・
・
似
合
っ
て
る
よ
・
・
・
か
わ
い
い
・
・
・
」

「
え
？
！
あ
、
あ
ぁ
・
・
・
・
あ
り
が
と
・
・
・
」

「
「
・
・
・
・
・
・
・
」
」

し
ば
ら
く
の
沈
黙
が
二
人
に
訪
れ
た
。

「
あ
、
ま
ず
こ
こ
ね
。
古
手
神
社
。
」

「
古
手
？
？
」

「
そ
う
。
実
は
こ
こ
の
巫
女
さ
ん
は
梨
花
ち
ゃ
ん
な
ん
だ
よ
。
」

「
梨
花
ち
ゃ
ん
が
？
」

「
綿
流
し
の
お
祭
り
で
演
武
を
や
る
ん
だ
っ
て
。
」
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「
綿
流
し
？
？
」

「
う
ん
。
使
い
終
わ
っ
た
座
布
団
と
か
の
綿
を
＜
お
疲
れ
様
＞
の
意
味
を
込
め

て
川
に
流
す
ん
だ
よ
。
」

「
ふ
ぅ
～
ん
。
な
ん
か
面
白
そ
う
だ
な
！
」

「
楽
し
い
よ
！
！
今
年
は
来
週
の
土
曜
日
だ
か
ら
一
緒
に
行
こ
！
！
」

「
お
う
！
い
い
ぜ
！
！
」

「
そ
の
・
・
・
・
・
二
人
で
・
・
・
」

「
お
、
お
ぅ
・
・
・
・
」

ま
た
沈
黙
。
て
め
ぇ
ら
１
か
月
だ
ろ
う
が
（
怒
）
リ
ア
充
爆
発
し
や
が
れ
（
怒
）

っ
て
い
う
想
い
は
無
し
で
（
笑
）

「
で
、
ほ
か
に
は
見
る
と
こ
あ
る
の
か
？
？
」

「
ま
ぁ
・
・
・
・
圭
ち
ゃ
ん
が
来
る
前
に
は
結
構
あ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
ず
い
ぶ

ん
前
に
な
く
な
っ
た
り
と
か
し
て
る
か
ら
ね
・
・
・
」

「
そ
う
な
の
か
・
・
・
・
・
あ
、
じ
ゃ
あ
あ
そ
こ
行
っ
て
い
い
か
？
？
」

「
あ
そ
こ
？
？
」

「
ほ
ら
！
あ
の
丘
の
上
！
！
」

「
あ
ぁ
。
あ
そ
こ
は
す
ご
く
眺
め
が
い
い
よ
。
」
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「
よ
っ
し
ゃ
！
！
！
そ
う
と
決
ま
れ
ば
ダ
ッ
シ
ュ
だ
！
！
魅
音
！
！
競
争
だ
！
」

「
お
う
！
負
け
な
い
よ
！
」

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・

「
は
ぁ
・
・
・
・
は
ぁ
・
・
・
・
疲
れ
た
・
・
・
」

「
そ
う
だ
ね
・
・
・
・
」

「
し
っ
か
し
ほ
ん
と
に
眺
め
い
い
な
～
！
！
！
」

「
で
し
ょ
～
？
」

「
魅
音
。
今
日
は
あ
り
が
と
な
。
案
内
し
て
く
れ
て
。
」

「
う
ん
。
ま
た
一
緒
に
こ
こ
に
来
よ
う
よ
。
」

「
ん
？
い
つ
で
も
い
い
ぜ
！
！
」

「
う
ん
・
・
・
・
」

「
・
・
・
・
・
・
ど
う
し
た
？
？
魅
音
・
・
・
」

「
い
や
・
・
な
ん
で
も
な
い
・
・
・
帰
ろ
？
」

「
あ
、
あ
ぁ
・
・
・
・
」
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そ
の
日
、
園
崎
魅
音
と
前
原
圭
一
は
帰
宅
し
た
。

－
園
崎
家
浴
場
－

「
は
ぁ
・
・
・
・
な
ん
で
言
え
な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
・
・
・
駄
目
だ
な
～
・
・
・

・
勇
気
な
い
と
・
・
・
・
」

「
ど
う
し
た
ん
で
す
か
？
？
お
姉
・
・
・
悩
ん
だ
顔
し
て
・
・
・
」

「
好
き
な
人
に
好
き
っ
て
言
え
な
か
っ
た
・
・
・
・
言
お
う
っ
て
決
意
し
て
た

の
に
・
・
・
」

「
そ
れ
っ
て
圭
ち
ゃ
ん
で
す
か
？
」

「
う
ん
・
・
・
・
っ
て
詩
音
！
！
！
い
つ
の
間
に
入
っ
て
た
の
さ
？
！
！
」

「
つ
い
さ
っ
き
で
す
☆
」

「
は
ぁ
・
・
・
聞
か
れ
た
・
・
・
・
詩
音
に
聞
か
れ
た
・
・
・
・
」

「
別
に
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
☆
人
を
好
き
に
な
る
こ
と
は
悪
い
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
私
だ
っ
て
今
も
悟
史
君
の
こ
と
好
き
で
す
・
・
・
」

「
悟
史
・
・
・
・
ど
こ
に
い
る
の
よ
・
・
・
・
沙
都
子
の
こ
と
も
あ
る
し
・
・
・

・
」

「
北
条
家
が
村
を
売
っ
た
っ
て
い
う
話
で
す
か
？
」

「
う
ん
・
・
・
・
そ
の
話
が
ま
だ
村
人
の
中
に
残
っ
て
て
、
今
で
も
沙
都
子
は

軽
蔑
の
目
を
向
け
ら
れ
て
る
。
」
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「
で
す
ね
・
・
・
・
・
ま
ぁ
今
は
・
・
・
お
姉
の
恋
路
を
心
配
し
ま
す
☆
」

「
も
ぉ
～
～
詩
音
～
！
！
」

「
て
へ
へ
☆
」
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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